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映像配信
事業者

インターネットアクセス、光電話需要への取組み

電話網

ＩＳＰ

加入者
交換機

ＡＤＳＬ （光アクセス）

インターネット

（1Mb/s～47Mb/s） （30Mb/s
～100Mb/s）

2006年 4月末

2006年10月末

570万 360万

560万 490万

（100万）

（210万）

［月平均純増数 ▲1.5万 22万 （ 18万） ］

ＡＤＳＬ 光アクセス （光電話加入数）

ＩＰ網

インタネット
アクセス

光電話 映像配信
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ＮＴＴにおけるNGNの考え方

・高品質な音声中心のサービス

・信頼性、安定性の重視

・パブリックネットワークとしての
オペレーションシステムの確立

従来の電話網 ＩＰネットワーク

次世代ネットワーク（セキュア／フルＩＰ）

融 合

・ブロードバンド化による
多様なサービスの実現

・経済性の重視

・分散型オープンネットワーク

・多彩なブロードバンド・ユビキタスサービスを提供するネットワーク環境を実現するため、光アクセスと組み合わせて、
柔軟かつ経済的で高品質・セキュリティを担保する次世代ネットワークを構築する。

・固定電話網で培った品質、信頼性などの継承

・ブロードバンド化に適したＩＰ技術の採用

・セキュリティ対策などの新たな課題の克服

NGN
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基本コンセプト

・ＩＰトラヒックの急増に対応した安心・
安全・便利なネットワーク

・ＩＰベースで固定（県内／県間）／移動
のシームレスなサービスを提供
（現行法の枠内で公正競争条件を確保）

・国際標準に準拠したレイヤ構造モデル
を採用

・ 多彩なアプリケーションサービスを提供
可能とするため、アプリケーションレイヤ
とのインターフェースを開示

・ 他キャリアやＩＳＰとのコネクティビティ
（相互接続性）やセキュリティを確保した
オープンなネットワーク

次世代ネットワークのレイヤ構造

放送・
映像配信

ﾎﾟｰﾀﾙ
ｻｰﾋﾞｽ

ﾊﾟｰｿﾅﾙ
ｻｰﾋﾞｽ等

情報検索・
流通

アプリケーション／マネージメント

HGW
STB

TVPC

光

ｽｰﾊﾟｰ3G

4G WiFi
WiFi

中継ﾉｰﾄﾞ

ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

アクセスネットワーク

コアネットワーク

サービス制御

情報家電

無線
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次世代ネットワークの特徴－エンド・トゥ・エンドの品質制御

遅延許容

低遅延、低損失

ベストエフォート

ユーザ設備
（HGW等）ONU OLT OLT ONU

・ 契約単位のリソース設定

ユーザ設備
（HGW等）

・固定的なリソースの割付

・優先制御

・論理分離

・ 契約単位のリソース設定

次世代ネットワークにおける
エンド・トゥ・エンドＱｏＳアーキテクチャ

エッジノードでの制御

次世代
ネットワーク

制御信号（ＳＩＰ）

音声信号（ＲＴＰ）

外部サーバとの連携による
ダイナミックな制御

エッジノード エッジノード中継ノード中継ノード

各種
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

トラヒック
の流量制限

通過許可を
受けたトラヒック
を透過

不正アクセス
の防止

• エッジノード間の品質制御は、アプリケーション毎の優先制御、リソース割り当てにより実現。

• ユーザとエッジノード間の品質制御は、ユーザ毎、アプリケーション毎のダイナミックなリソース割り付けや接続
許可、流量制限により実現。
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次世代ネットワークの特徴－セキュリティ確保

利用者 利用者
エッジ エッジ

制御用プロトコル 網内プロトコル 制御用プロトコル

• ユーザ認証

• コネクション設定（ＳＩＰ）

等

• ルーティング

• 輻輳制御／優先制御

等

利用者ﾌﾟﾛﾄｺﾙに影響されな
い、安全な網制御が可能

利用者プロトコル（利用者間で透過的）

IP電話

PC端末

情報家電

光加入者線
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ 中継ﾉｰﾄﾞ 中継ﾉｰﾄﾞ ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

次世代ネットワーク

プロトコルの分離サーバ系の保護
不正利用、

高負荷等

高負荷等
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フィールドトライアルの実施

目 的 ： 本格サービス開始に向けた技術確認とトライアルユーザからの要望把握

実施時期： ２００６年１２月２０日～（約１年間）

実施エリア： 首都圏及び大阪エリア

対象ユーザ： 段階的に対象を拡大
・第１期 ： ショールーム（東京・大阪）来訪者
・第２期 ： 実施エリア内のNTTグループ社員
・第３期 ： 同エリア内の一般のお客様

機能： ・音声からハイビジョンクラスの高精細映像通信までのエンド・トゥ・エンドのQoS （品質）制御機能
・大規模高精細映像配信を実現するＩＰマルチキャスト機能
・安心・安全・便利なサービスを実現する不正アクセス防止等セキュリティ機能
・多様なサービスを経済的・効率的に統合しサービス融合を実現する多重統合化機能
・他キャリアとの相互接続・アプリケーション連携等オープンなコネクティビティ機能

サービス： ・従来のIP系サービスに加えて、高品位・品質確保型のIP電話・映像配信・コミュニケーション系サービス、
イーサ系サービス等を提供

参加事業者の受付：
・情報家電ベンダ、サービスプロバイダや他キャリア等に向けて、提供機能、インタフェース条件を開示し、
アプリケーションサービスの提案、フィールドトライアルへの参加受付を実施中
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フィールドトライアルで提供する機能

機 能

インタラクティブ（双方向）通信機能

ユニキャスト（片方向、一対一）通信機能

マルチキャスト（片方向、一対多）通信機能

ＩＳＰ接続機能

イーサ通信機能

用途

0AB~J ＩＰ電話

0AB~J ＴＶ電話

インターネットアクセス

コンテンツ配信

広域イーサ

品質（ＱｏＳ） 使用帯域、（コーデック）

クラスＡ（最優先）

クラスＡ（最優先）

クラスＢ（高優先）

ベストエフォート

優先制御機能付

ベストエフォート

・高品質：7ｋHz  （G.722等）
・既存：3.4ｋHz  （G.711等）

・標準ＴＶｸﾗｽ：2Mbps程度 （MPEG4）

・ハイビジョンｸﾗｽ：30Mbps程度（MPEG2）

・標準ＴＶｸﾗｽ：6Mbps程（H.264,MPEG2）
・ハイビジョンｸﾗｽ：10Mbps程度 （H.264）

・10Mbps, 100Mbps, 1Gbps, 10Gbps

フィールドトライアルでは、以下の機能を提供

○インタラクティブ（双方向）通信機能
○ユニキャスト（片方向、一対一）通信機能
○マルチキャスト（片方向、一対多）通信機能
○ＩＳＰ接続機能
○イーサ通信機能

その際、ＩＰ通信については、従来のベストエフォートに加えて、エンド・トゥ・エンドの品質制御を実施
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フィールドトライアルの接続条件

NNISNI

UNI

PSTN／移動体事業者
(NTT地域会社のPSTN経由）

ＩＳＰ

次世代IPﾈｯﾄﾜｰｸ
他社

（ＮＴＴ地域会社を含む）

アプリケーションサーバ
（ＶＯＤ、ＩＰ放送、アプリケーション等）

ＩＰ通信サービス
利用ユーザ

【インタラクティブ通信】
【ユニキャスト通信】

【イーサ通信】次世代ネットワーク
（注）

（注）：現行のISP接続機能と同様のインタフェース条件

（網間インタフェース）
（次世代IP ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ・網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）

次世代IP
ﾕｰｻﾞ・網
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

UNI

イーササービス
利用ユーザ

次世代ｲｰｻ
ﾕｰｻﾞ・網
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

UNI：ユーザ（端末機器）とネットワークを接続するためのインタフェース（User-Network Interface）
NNI：ネットワーク間を接続するためのインタフェース（Network-Network Interface）
SNI：各種アプリケーションサーバ類とネットワークを接続するためのインタフェース（Application Server-Network Interface（仮称））

フィールドトライアルにおける開示インタフェースは以下の通り

各インタフェースで交換する情報は、発着ユーザ電話番号、メディア種別（ａｕｄｉｏ（音声）、ｖｉｄｅｏ（映像）等）、
コーデック種別（H.264、MPEG2等）、帯域情報、方向性（双方向、片方向）等
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フィールドトライアルの提供スケジュール

トライアル
提供内容

トライアルに
関する
対応等

下期上期4Q3Q2Q1Q4Q

2007年度2006年度2005年度

▲トライアル概要公表

▲相互接続条件の開示、アプリケーション／端末インタフェースの開示
トライアル参加企業（情報家電ベンダ、サービスプロバイダ、他キャリア等）の受付開始

▲トライアル開始

サ
ー
ビ
ス

ユ
ー
ザ

・高品質IP電話
高品位TV電話

12下▲

東京、大阪
（各1程度）
の展示場

▲1中

各展示場
NTTｸﾞﾙｰﾌﾟ
社員

▲4～

一般のお客様に拡大

次
世
代
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
展
開

第1期 第2期 第3期

・NTTグループ、情報家電ベンダ及びサービス
プロバイダ等連携による各種アプリケーション
サービス（段階的に提供）

*トライアルユーザ向けに、商用レベルのISPアクセス、IP電話機も提供
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課題の共有

ＩＰ端末とネットワークの発展

デジタル化

（端末の基本機能）

【ＩＰ端末の発展】

通信機能

（家庭内→広域公衆網）

プラットフォーム機能

（認証・課金・DRM等）

【ネットワークの発展】

IPネットワーク

プラットフォーム機能

（認証・課金・ｾｷｭﾘﾃｨ等）

ＮＴＴが構築する

次世代ネットワーク

• 次世代ネットワークでは、ネットワークが提供する機能と情報家電などのＩＰ端末が連携して様々なサービスが
展開される。

• このようにＩＰ端末とネットワークの双方が高度化し、同時に、コネクティビティ、セキュリティ等の課題を共有する
必要がある。

・ 様々なプレーヤ（家電メーカ、サービス事業者等）の協業、連携により、ネットワークの活用方法が拡大される。

サービス・

アプリケーション機能

サービス・

アプリケーション機能

発展

（機能拡大）

発展

（機能拡大）

関連

両者の連携の強化による
解決が必要となる

課題の共有

課題の共有

関連

関連
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情報家電とネットワークの連携
－ ホームコントロール系の例 －

利用者
情報家電向け

サービス提供者

ｺﾝﾃﾝﾂ系
ｻｰﾊﾞ 情報交換

遠隔操作系

• “物”の相互認証

（安全性の確保）

次世代ネットワーク

• 遠隔操作に最適化

（暗号、双方向ﾘｱﾙﾀｲﾑ

通信、状態常時監視）

• 情報交換に最適化

（ｻｰﾊﾞ負荷分散や、ｷｬｯ

ｼｭ活用による動画品質の

向上等）

• ホームセキュリティ

（監視カメラ）

• ﾌﾟｯｼｭ型情報配信

（緊急情報）

保守系
ｻｰﾊﾞ

• 遠隔操作／保守

（機器設定、ソフト
ダウンロード等）

情報
ｷｬｯｼｭ等

暗号化等

ネットワークによる付加価値（例）

認証

情報家電側のメリット

• 安全なコンテンツ流通環境

を簡単に構築可能

• 情報家電サービスの進化

（ＮＷｽﾄﾚｰｼﾞ活用等による）

• 保守コストの低減

（遠隔保守の活用等による）

• 認証、セキュリティ、プロトコ
ル等の処理は、ネットワーク
側へ分担可能

情報家電とネットワークとの連携により、家電への付加価値の向上とともに、サービス提供者のビジネスチャンスも広がる。

TV

ビデオカメラ

監視カメラ

ﾋﾞﾃﾞｵ録画機

エアコン

オーディオ

ホーム
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

自宅

情報携帯端末
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IP化時代の端末における課題（例示）１／２

接続性の確保

通信品質の確保

安全性・信頼性の確保

・多様な端末（ホームネットワーク）とネットワークとの接続

・各種ＡＰＬサーバとネットワークとの接続

・一つのIP端末による多様なネットワーク事業者との接続

・接続時における、責任範囲の明確化

・重要通信の確保

・ネットワーク－端末間での品質配分の在り方、評価方法、測定方法

・エンド・トゥ・エンドで常に一定以上の品質を維持するための機能の在り方

・異常輻輳予防

・DoS攻撃やコンピュータウィルス等の新たな脅威への対応

・個人情報保護（盗聴、改竄、なりすまし防止）
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IP化時代の端末における課題（例示）２／２

認証の確保

可搬性の確保

運用性の確保

・各レイヤでの認証技術、実現方式の検討

・様々レベルの認証方法のサービスにおける利用方法

・認証結果の安全な持ち回り

・ホームネットワーク内での可搬性の確保

・キャリアネットワークまで含んだ可搬性の確保

・コンテンツ等の機器間の可搬性

・ソフトウェアダウンロード（端末機能拡張）

・リモートメンテナンス（動作確認、監視、切り分け、設定）

・ヒューマン・マシンインタフェース（簡単設定、ユニバーサルデザイン）
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• 既存固定網は、サービス個別網であり、端末も含めたエンド・トゥ・エンドでのネットワーク品質を規定（IP電話も、エンド・トゥ・エン
ドでの伝送品質＝R値、平均遅延で規定）。

• 次世代ネットワークは、サービス総合網として多種多様なサービスを重畳することから、複数のサービスクラスを設けて品質規定
を行い、ユーザ設備との組み合わせで多様なテレサービスの実現に向けた検討が必要。

IP網（NGN）

ユーザ設備
品質規定が必要

ユーザ設備とネットワークの組み合わせによるサービス （テレサービス）

通信品質の確保

送話ラウドネス定格

総合音声伝送品質（R値）、平均遅延

ネットワーク

UNI

端末

固定電話網／IP電話網

NNI

固定電話
品質規定

IP電話
品質規定

受話ラウドネス定格

エンド・トゥ・エンド網（Y.1541品質規定あり）（ベアラサービス）

既存固定網の品質規定
（サービス個別網）

• 固定電話は、送受話のラ
ウドネス定格により規定

• IP電話は、R値、平均遅延
で規定

サービス総合網としての品質
規定が課題

• UNI-UNI間のサービス別
品質に関する国際勧告
（Y.1541）への対応

• 多様なユーザ設備の品質
規定が必要

ネットワーク

GW交換機 交換機GW
端末

ネットワーク

UNI UNINNI

ネットワーク

GW収容装置 収容装置GW

UNI

ユーザ設備

ＩＰ端末

ＩＰ端末

ＩＰ端末

ＩＰ端末



15Copyright (C) 2006 Nippon Telegraph and Telephone Corporation. All rights reserved.

運用性の確保

ＯＳＧｉの目的：通信機器における機能の各々をソフトウエアコンポーネント（オープン仕様）により構成し，ホームネット
ワークを介してそれぞれの機能変更や追加を容易化する

・ＮＴＴでは、ＯＳＧｉ規格（フレームワーク）に、ダウンロード時の認証、ソフト実行時のアクセス制限等の機能を追加した、
「ＯＳＧｉサービス・アグリゲーション・プラットフォーム（ＯＳＡＰ）」を提案し、実証実験等を実施中

HR

PC系

AV系

情報家電系
GW

センサー系
データセンタ

ダウンロード

HGW

OSGi
フレームワーク

ソフトウェア
コンポーネント
（ Bundle ）

ネットワーク

リモート監視・制御

ソフトウェアダウンロードを実現する国際規格の例：ＯＳＧｉ（ Open Service Gateway Initiative）
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OSGiの概要

・ OSGi: Open Service Gateway Initiative

・ 1999年3月発足

・ 主要メンバ

‐ 三菱電機，KDDI， NTT，NEC, 日立, Aplix,  IBM (US,J), SUN, Motorola, Nokia, 
Ericsson, Vodafone, Intel, BMW, Siemens, Samsung, Deutsche Telecom, France 
Telecom, Echelon, ．．．

‐ 日本からはNTTがボードメンバー兼副会長として参加・活動

・ ソフトウエアの仕様を作成

‐ Javaを用いたミドルウエア

‐ オープン仕様

‐ 機器の機能を動的に追加・変更するための枠組みを提供

・ メインターゲットはホームアプリケーション

http://www.osgi.org/

Condominium buildings
in Korea & China

Starter Kit of Home security
in USA (Motorola)

AV equipment 
“remote controllers”
in USA and Europe

Automotive’s 
car navi system,

telecom. function
(BMW・VW)

Mobile phones
（OSGi Release4.0)

（参考）
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マイグレーションシナリオの課題

通信の基本機能の刷新

（200b～）

次世代網インフラ構築

（200a～）

技術技術・産業・産業のの

イノベーションイノベーション

に貢献に貢献

新たな産業構造の

創出と生産性の向上

新たなサービス・

利用形態の創造

通信・情報産業の

活性化

例）

–個人向け広告の応用

–センサーNWによる流通革新

–高度遠隔医療

等
例）

–ホームセキュリティ

–情報家電の遠隔制御

–固定、移動の連携（FMC）例）

–映像配信

–情報家電との連携

新たな価値流通のインフラ提供

（200c～）

関連業界、他事関連業界、他事

業者と業者とNTTNTTとのとの

協調協調

次世代ネットワークへの移行に伴うお客様・業界とのコンセンサス形成の必要性

・既存サービス の継承と新たなサービスの創造

・ディジタルデバイドの解消

・既存網と次世代ネットワークの相互接続に伴う新たなルール作り

・既存網と次世代ネットワークの提供サービス料金のあり方 等

ロードマップ


